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【研究要旨】 

本研究の目的は，前年度に算出した「身近な料理のポーションサイズ」について，体格，１日エネルギー摂取量，

料理の組み合わせかたの面から再検討し，「身近な料理」の標準化を行うことである。以下の結果から，前年度に

算出した数値が標準値として使用できることが明らかになった。 
1) 肥満群と普通群間で，夕食の摂食重量，エネルギー量に差がみられたが，各料理の摂食量には特に差がみら

れなかった。ここから料理の組み合わせ方についての食教育の重要性が示唆された。 

2) １日のエネルギー摂取量が適正であった児の摂食量は，おにぎり，バターつき食パン，干物，牛乳，かぼち

ゃ煮物，生野菜以外は平成 10年度報告書結果と差がみられなかった。ポーションサイズの標準化にあたり，

若干検討すべき料理がみられたものの，概ね平成 10 年度に示したポーションサイズを標準値として扱って

よいものとした。 
3) 年齢と料理の盛りあわせとの関連はみられなかった。肥満傾向群で，１つの食器に複数の料理を盛りあわせ

た朝食を摂取する傾向のあることが明らかとなった。個々の料理のポーションサイズとその盛り合わせにつ

いて食教育を行うことにより，肥満を予防となる可能性のあることが明らかとなった。 
 
 

【研究目的】 

本研究課題は，幼児のライフスタイルに対応し，

心身の健康づくりや健全な食習慣の形成に貢献でき

る「食教育の枠組」を日常の食事や発育・発達の実

態をふまえて構築し，その必要性と有効性を明らか

にすることである．昨年度 1)は家庭における幼児の

食事の摂食量から，１食を単位とし，料理選択の指

標となる「食事を構成する主な料理（108 種）を抽

出し，各々のポーションサイズ」を検討してきた．

いずれの料理においても年齢差より個人差が大きく，

年齢と料理の摂食量との関連はみられなかった．幼

児にとって適量のポーションサイズを標準化するた

めには，体格や総エネルギー摂取量の適正値，また，

料理の盛りあわせの観点からもポーションサイズの

検討が必要である．また「児童福祉施設における給

食業務の指導２）」に基づき，新たな基準で再検討す

る必要がある． 

そこで，本研究の目的は，体格，１日エネルギー

摂取量，料理の盛りあわせからみた家庭食でのポー

ションサイズを検討することである． 

【研究方法】 

A調査 

平成10年度に，以下のとおり実施した調査結果を

再解析した。 



首都圏Ｋ市，Ｓ市内の保育所計６園の，３～５歳

児クラスの園児 201 名（男 113 名，女 88 名）を対

象とし，Ｋ市２園は平成 10 年 11 月 10 日，Ｓ市２

園は11月 17日の全１日分の食事調査を実施した。

家庭の食事（以下，「家庭食」）はスケッチ法を用い，

摂食量は養育者がクッキングスケールで，料理別に

盛りつけ量と残食量を秤量することで行った（調査

票回収時に調査員が記入した養育者と面接し，重量

等を確認した）。保育所での食事（以下「保育園食」）

は，調査員が各保育所で盛りつけ量を秤量し，対象

児１人１人のおかわり量および残食量を観察，記録

することで把握した。「家庭食」と「保育園食」の総

計が，対象児の１日の総摂取量となる。 

なお，①対象児の体格は，保育所で実施した身体

測定値のうち，調査日に最も近い時点の数値を「幼

児の身長体重曲線３」」により，やせを「やせ群」，普

通を「普通群」，やや太りすぎ，太りぎみ，太りすぎ

を「肥満群」に３分類した。②１日の総摂取エネル

ギー量から，各個人のエネルギー所要量（第６次改

定）における充足率を求め，80％以上 130％未満内

で，かつ総エネルギー量に占める脂質のエネルギー

比率（F比）が 20％以上35％未満をエネルギー摂取

量の「適正域」とした。 

 
B調査 

首都圏・山梨県での６園に在園する保育園児計

405 枚（首都圏 200 名，山梨県 205 名）を対象に，

平成10年 11，12月に，食事調査を実施した．養育

者に調査方法及び内容の説明を行い，スケールと共

に，同日の朝食・夕食での自計式の食事調査票を配

布し，調査員が点検・回収を行った．調査項目は，

食事内容（料理，食材料，摂食量），料理の盛りあわ

せタイプである．調査方法は，足立が開発し，実際

の食事調査に使用する中で検討が重ねられてきた食

事スケッチ法を用いた．摂食量は養育者に料理毎に

盛りつけ量と残食量をスケールにより秤量すること

を依頼し，その差から算出した．盛り合わせタイプ

は１食単位でみて，１つの食器に複数の料理が盛ら

れた「盛り合わせ」がある食事を“盛り合わせ盛り

食”，「盛り合わせ」がない食事を“銘々盛り食”と

タイプ分けした．料理群の分類は足立らの基準 4,5)を

用いた．解析は，盛りつけタイプと肥満度，肥満度

との関連をクロス集計し，対応のないｔ検定により

比較した． 

 

【研究結果】 

１．体格からみた料理のポーションサイズ 

1) 対象児の体格（表1-1） 

性別・年齢別の身長，体重平均値はいずれも平成

９年度国民栄養調査結果６）の同世代と，ほぼ同様の

結果であった。全体で「やせ群」は２名，「普通群」

は 181 名（90.0％），「肥満群」は 18 名（9.0％）み

られた。なお「肥満群」は年齢別では３歳４名，４

歳５名，５歳５名，６歳４名で，性別では男 11 名，

女７名と，均等に分布していた。 

2) 体格別摂食率（表1－2） 

「家庭食」は，「朝食」「夕食」の他，間食を食事

との関係からみて，朝食前を「間食・朝」，帰宅後夕

食前を「間食・夕」，夕食後を「間食・夜」とした。

欠食は夕食に１名（普通群）みられた。間食の摂食

者率は，「間食・朝」が普通群の４名のみ，「間食・

夕」は普通群，肥満群とも 60％強，「間食・夜」は

普通群42.0％，肥満群33.3％と，普通群に間食をと

った児の割合が多かった。「保育園食」では１名（肥

満群）が「間食・午後」を摂食していなかった。（「間

食・午前」は２歳児クラスの８名，「間食・延長」は

延長保育を受けている 14 名のみであった。） 

3) 体格別食事間のエネルギー比率と摂食量（表 1

－3） 

全体の平均摂取エネルギー量は 1,420±285kcal

で，これは平成９年度国民栄養調査結果（全国，1

～6歳）の 1,407kcalと近似であった。また，食事間

のエネルギー比率は「保育園食」で43.9％（615kcal，

765ｇ）の割合で，厚生省児童家庭局で示されている

「保育所における栄養給与目標（3～5歳児）」の40％

を満たしていた。しかし間食については，「家庭食」

が 10.4％（152kcal，128ｇ），「保育園食」13.1％

（182kcal，247ｇ）で，合計すると幼児にとっての

適量７）10～15％より多くなっていた。 

 体格群別では，朝夕の食事間のエネルギー比率に

有意な差は見られなかった。しかし夕食のエネルギ

ー量，重量は肥満群の方が有意に多く（P＜0.05），



家庭食の間食（計）でエネルギー量に差がみられな

いものの，重量は普通群において有意に多かった（P

＜0.05）。 

 １日の総エネルギー摂取量で両群間の差はみられ

なかったが，家庭食計で肥満群 883±164kcal が，

普通群798±231kcalに比して約90kcalの多摂取で

あった。これは夕食 373±142kcal に対して，450

±142kcal によっていた。朝食では有意差がみられ

なかった。 

4) 普通群と肥満群の摂食量の比較（表1－4） 

「家庭食」で，両群に共通して出現した料理37品

について比較したところ，有意に差がみられたもは

「から揚げ」のみ（P<0.05）であった。普通群の標

準偏差内にとどまる料理が多いことから，体格によ

る摂食量の違いが特に見られなかったことが確認さ

れた。 

 
２．１日のエネルギー摂取量からみた料理のポーシ

ョンサイズ 

1) 「適正域群」の対象児（表2－1） 

１日の摂取エネルギー量を前述の区分に従い分類

したところ，「適正域」内の対象児は85名（42.3％）

であった（以下「適正域群」とする）。 

2) 全体と適正域群の摂食量の比較 

適正域群が食べていた料理，49料理について検討

を行ったところ，両者間に有意な差がみられた料理

は，６料理のみであった。適正域群の摂食量が多か

ったものは，牛乳，淡色野菜を中心とした生野菜料

理，少なかったものは，おにぎり，バター付き食パ

ン，干物，かぼちゃの煮物であった。 

 

３．料理の盛りあわせとの関連からみた家庭での

朝・夕食の料理構成とポーションサイズの検討 

1) 年齢別料理の盛り合わせタイプ（表3－1） 

朝食において盛り合わせ盛り食は全体の 33.0％，

夕食で 36.7％を占めた．年齢別にみると，朝食での

盛り合わせ盛り食は３歳児で 41.6％，４歳児で

27.2％，５歳児で32.8％，６歳児で34.5％，夕食で

の盛り合わせ盛り食は３歳児で 41.0％，４歳児で

35.9％，５歳児で38.3％，６歳児で32.0％と，年齢

と共に，銘々盛り食が多く出現することを推測され

たが，年齢差はみらなかった． 

2) 料理の盛りあわせタイプと体格との関連（表３

－２） 

朝食では，銘々盛り食がやせ群で0.7％，普通群で

92.3％，肥満群で7.0％，盛り合わせ盛り食がやせ群

で 0.7％，普通群で 85.8％，肥満群で 13.4％と，盛

りあわせ盛り食タイプに肥満群が多かった(p<0.05)．

夕食では，銘々盛り食がやせ群で 0.8％，普通群で

89.5％，肥満群で9.7％，盛り合わせ盛り食がやせ群

で0.7％，普通群で91.2％，肥満群で9.1％と，肥満

度と盛りあわせタイプとの関連はみられなかった．

肥満傾向のある児は，１つの食器に複数の料理を盛

りあわせた朝食を摂取する傾向のあることが明らか

となった． 

3) 料理の盛り合わせタイプ別摂食量の比較（表３

－３） 

“銘々盛り”での料理の摂食量が“盛り合わせ盛

り”での摂食量より有意に大きかった料理は，主食

料理のスパゲティナポリタン，アンパン類であった．

主菜料理では，魚料理の練り製品，肉料理の餃子，

卵料理のオムレツ，ゆで卵，目玉焼であった．副菜

料理では，緑黄色野菜料理のカボチャの煮物，サラ

ダ（トマト，ほうれん草）ゆで野菜（ブリッコリー），

淡色野菜料理のサラダ（キャベツ，キュウリ），野菜

炒め，芋料理の肉じゃが，もう一品料理のいちご，

みかん，りんごであった． 

 
【考察】 

 体格別摂食量では肥満傾向の児において，夕食の

摂食量が多いことが確認されたが，各料理の摂食量

に明らかな差はみられなかった。したがって，料理

の組み合わせ方（食事の整え方）の違いによる差が

あらわれたものと推察される。今後の食教育に，料

理の組み合わせ方の教育を含める必要性が示唆され

た。 

 １日のエネルギー摂取量が適正であった児の摂食

量は，対象児全体の摂食量と比して，牛乳，生野菜，

おにぎり，パン，干物，かぼちゃ煮物のみ有意な差

がみられたが，その他の料理において特に差がみら

れなかった。ポーションサイズの標準化にともない，

配慮すべき料理があるものの，概要，平成10年度報



告書の結果を標準値として提示できることが確認さ

れた（表 2－3）。 

個々の料理のポーションサイズと共に，それをど

のように盛り付け，１食に構成するかが重要な鍵と

なる．今年度は，食器への料理の盛り合わせと，年

齢・体格との関連，料理の摂食量との関連を明らか

にすることができた．幼児期は，他のライフステー

ジの比べて，外食でのお子様ランチメニューに代表

されるように，食器に複数の料理を盛り合わせた食

事パタン（盛り合わせ盛り）が多い傾向にある．肥

満傾向群では，料理個々のポーションサイズとその

盛り合わせについて食教育を行うことにより，肥満

を予防となる可能性のあることが明らかとなった． 
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表 1-1 対象児の体格         

            

    満年齢 3 歳 4 歳 5 歳 6 歳 

体格指標 性別 女 男 女 男 女 男 女 男 
総計 

身長（cm） 平均 98.7 98.2 102.5 103.3 108.3 111.4 116.1 115.7 106.5 

  最大値 105.3 105.3 110.0 116.0 120.8 118.2 124.0 123.9 124.0 

  最小値 92.3 88.0 96.2 92.6 97.9 103.3 108.7 106.2 88.0 

    標準偏差 3.1 4.2 3.6 4.7 5.2 4.2 4.9 4.1 7.3 

体重（kg） 平均 15.7 15.4 16.5 17.1 18.4 19.2 21.8 21.9 18.0 

  最大値 20.5 21.0 21.0 25.0 28.4 24.6 27.9 28.1 28.4 

  最小値 12.8 12.0 12.8 12.6 14.0 15.4 17.2 17.0 12.0 

   標準偏差 2.1 2.2 1.8 2.5 2.7 2.3 3.0 3.0 3.2 

やせ群 やせ       1 1  2

普通群 普通 18 16 22 35 30 36 11 13 181

  やや太りすぎ 1 1 2 2    6

肥満群 太りぎみ   1 1 2  3 2 1 10

幼
児
の
身
長
体
重
曲
線
に

よ
る
判
定 

  太りすぎ 1         1 2

全体 20 18 23 39 33 40 13 15 201

            

     ＊：肥満度判定のための幼児標準身長体重曲線（伊藤善也他による）














